





















１） Spence (1943-) は，「情報の非対称性を伴った市場分析」に対する貢献によ




































ここで取り上げる労働市場には，n 人の労働者（＝求職者）と m ２人
の雇い主が参加しており，全員リスク中立的であるとする。
労働者にはタイプ H（高生産性）とタイプ L（低生産性）の２つのタイプ
があり，タイプ H が労働者全体に占める割合を 0q 1 とする。また，







働者の生産性に影響しないと仮定する。ここで，タイプ i LH の労働
者について，教育水準 y を獲得する費用（信号発信費用）を ci y としよう。
基本的な仮定は，生産性が高いタイプ H の教育費用はタイプ L の教育費
用よりも低いことである。
仮定１：cH cL
仮定２：教育は，労働者の生産性 xi (i LH )に影響しない。
教育投資 y を行い，賃金 w を獲得する労働者 i LH の効用は，
非対称情報：信号発信
― ―２５
(1) ui (wy )w ci y
により与えられるとする。分析の簡単化のために，どちらのタイプの労働
者にとっても，留保効用は同一であると仮定し，それは 0であると正規
化する。すなわち，U H U L 0が成立する。この仮定は，タイプ H
の労働者が低賃金により駆逐されることを排除する。











２） Mirrlees (1936-) は，「情報の非対称性のもとでの経済的誘因の理論」に対す







(2) (xw )x w
により与えられる。
なお，Spence (1973) が用いた信号発信モデル３）は，上のモデルにおい







きない場合を検討する。すなわち，タイプ i LH について，yi 0で
ある状況を取り上げる。このとき，雇い主は労働者のタイプを識別するこ




(3) wNS qxH (1q )xL
が成立する。ここで，wNS＝信号発信の行われない場合の賃金である。こ











３） 小平 (2015) で紹介した。
非対称情報：信号発信
― ―２７





(5) V NS n [qxH (1q )xL ]
となる。
命題１（信号発信の行われない均衡）：もし信号を発信しないことが可能であ
れば，全ての労働者は同じ賃金 wNS qxH (1q )xL で雇用され，経済






















タイプ H でもタイプ L でも，求職者の留保賃金は同じであるが，タイ








(i) 労働者は自分の生産性水準 xi xLxHを私的に観察する。
(ii) 労働者は教育水準 y [0)を選択する。














条件 (i) (ii) は説明を要しない。条件 (iii) は，雇い主が均衡において期
待利潤を最大化していることを示している。雇い主は応募者の生産性を直
接観察することはできないが，応募者の教育水準 y を観察することはで
きる。つまり，複数 (m 2)の雇い主が，教育水準 y を持つ応募者に賃




















する。教育水準の閾値 yが存在して，雇い主は「もし y yであれば，
その労働者は確率 1で生産性が xL であるタイプ L である。逆に，もし
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y yであれば，その労働者は確率 1で生産性が xH であるタイプ H で
ある」と識別することができるとしよう。このような信念が与えられたと
き，雇い主が競って賃金を申し出る結果として，教育水準が y yであ












(i) 信号 y yは高賃金を獲得するのに十分である。yを超える教育水
準を選択しても，賃金は上がらないのに，教育費用は増すだけである。よ
って，決して y yを選択しようとしない。
(ii) 教育水準 y yを実現する費用 w (y)が wH を上回るならば，
y 0を選択する。
(iii) 教育水準 y yを実現する費用 w (y)が wH 以下であるならば，
y yを選択する。
労働者がタイプにより完全に分離され，雇い主の信念が現実に確認され






が成立すること４）と，タイプ L の労働者は自分がタイプ H を模倣するこ
とは費用が掛かり過ぎることを発見して，y 0を選択することを選好す











a xH cL y

xL
が成立するので，y 0を選択するのに対して，タイプ H 労働者は，
b xH cHy xL
が成立するので，y yを選択することから，労働者がタイプにより分
離されることが分かる。








を満足する閾値 yに対して，自分の効用を最大化する賃金契約 w (y )を
選択する。また，雇い主は自分の信念が確認されることを知り（合理的期
図２：分離均衡
























とができる。閾値 yを高めても，タイプ H の労働者が負担する信号発
信費用（＝教育投資）が増すだけで，労働者が獲得できる賃金と雇い主の






(i) このときのタイプ L の労働者の賃金は，wNS qxL (1q )wL 
wL により与えられるから，信号発信の行われない場合にタイプ L は良
化する。
(ii) 信号発信の行われない場合に，タイプ H の労働者が良化するかどう
かは，関係








































(10) V SE n [q (xH cHy

















y yであれば，その応募者は確率 q で生産性が xL であるタイプ L で
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ある。逆に，もし y yであれば，その応募者は確率 q で生産性が xH
であるタイプ H である」という信念を持つことである。この信念が与え
られたとき，雇い主が競って賃金を申し出る結果として，教育水準が
y yである応募者に対しては賃金 xL が，y y
である応募者に対し
ては賃金 w qxH (1q )xL が申し出られる。すなわち，賃金契約は，









労働者がこの賃金契約 w (y )を正しく理解するならば，その最善応答は
以下のようになる。
(i) 教育水準 y yは高賃金を獲得するのに十分であり，教育水準をさ
らに高めても，教育費用が増すだけで，賃金は変わらない。よって，決し
て y yを選択しようとしない。
(ii) 教育水準 y yを獲得する費用 w (y)が w を上回るならば，y 0
を選択する。





(12) uH (wy )qxH (1q )xL cHy

uH (xL0)xL






a qxH (1q )xL cL y

xL
が成立するので，y yを選択する一方で，タイプ H の労働者も，





































































発信モデルの最も重要な均衡精緻化は，Cho and Kreps (1987) により展開
された直観的基準 intuitive criterion である。簡潔な紹介については前稿
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